
　

新
緑
が
瑞
々
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
田
植
え

や
農
作
業
な
ど
忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
に
、
美
術
館

に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　

☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　

◆
５
月
と
６
月
の
展
覧
会

　

５
月
３
日
か
ら
開
催
中
の
「
関
根
哲
男
展
―
原

生
」
の
作
家
・
関
根
哲
男
さ
ん
は
「
大
地
の
芸
術

祭
」
や
「
水
と
土
の
芸
術
祭
」
な
ど
で
注
目
を
集
め

る
現
代
美
術
家
で
す
。
作
品
に
つ
い
て
「
行
為
の
集

積
を
目
指
し
、
物
と
営
為
そ
の
も
の
を
表
現
に
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
〝
原
生
〟
と
称
し
て
い

る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
布
片
を
貼
り
付
け
る

行
為
を
延
々
と
繰
り
返
し
て
生
ま
れ
た
６
メ
ー
ト
ル

以
上
の
大
作
、
赤
い
布
を
貼
り
付
け
た
位
牌
を
二
千

個
並
べ
た
作
品
（
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
一
部
展

示
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
）
な
ど
、
展
示
室
に
入
る
と

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
６
月
３
日
に
は
関
根
さ
ん

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
17
日
か
ら
は
「
か
ぐ
わ
し
き
風
の
中
で
―
猪

爪
彦
一
展
」
が
始
ま
り
ま
す
。
猪
爪
彦
一
さ
ん
は
、

行
動
美
術
協
会
会
員
で
幻
想
的
で
詩
的
な
作
風
が
特

徴
で
す
。
油
彩
画
の
大
作
が
中
心
の
展
覧
会
と
な
り

ま
す
。
会
期
や
休
館
日
等
の
詳
細
は
裏
面
の
展
覧
会

情
報
欄
に
載
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
来
館
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）

◆
鈴
木
尚
広
氏
講
演
会
と
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

　

昨
シ
ー
ズ
ン
で
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
を
引
退
し
た

鈴
木
尚
広
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
鈴
木
さ

ん
は
球
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
俊
足
と
盗
塁
技
術
が
持

ち
味
で
「
代
走
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
い
わ
れ
ま

し
た
。
現
役
時
代
の
二
塁
ベ
ー
ス
へ
の
ス
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
や
、
外
野
か
ら
の
返
球
で
ホ
ー
ム
へ
走
り
込
む

ク
ロ
ス
プ
レ
ー
に
興
奮
し
、
感
動
し
ま
し
た
。
引
退

を
惜
し
ん
だ
人
も
多
か
っ
た
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
一
筋
に
20
年
活
躍
し
た
鈴
木
さ
ん
の

経
験
や
走
塁
の
極
意
な
ど
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

５
月
27
日
（
土
）
に
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

で
午
後
６
時
開
演
で
す
。
詳
細
は
当
館
ま
で
お
問
い

娘
と
観
て
い
ま
し
た
。
何
気
な
く
観
て
い
た
と
こ

ろ
、
娘
が
ひ
と
言
、「
こ
れ
買
え
ば
?!　

絶
対
便
利

だ
よ
！
」
と
。
そ
れ
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ミ
キ
サ
ー
で

し
た
。
普
通
の
ミ
キ
サ
ー
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
み

じ
ん
切
り
、
す
り
お
ろ
し
、
生
ク
リ
ー
ム
の
ホ
イ
ッ

プ
ま
で
出
来
る
優
れ
も
の
で
し
た
。
私
の
嫌
い
な
包

丁
・
ま
な
板
を
使
わ
ず
に
料
理
が
で
き
る
！　

し
か

も
、
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増
え
そ
う
！　

い
つ

の
間
に
か
電
話
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

春
先
に
一
度
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
み
じ
ん
切
り
に
し

て
フ
キ
ノ
ト
ウ
味
噌
を
作
り
ま
し
た
が
、
数
か
月
が

経
ち
、
今
は
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
を
作
る
だ
け
の
ア
イ

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
山
菜
採
り
と
天
ぷ
ら

　

山
菜
の
時
季
が
昨
年
に
比
べ
て
遅
か
っ
た
の
で
す

が
、
連
休
の
最
終
日
、
八
海
山
麓
ス
キ
ー
場
で
山
菜

採
り
の
会
が
あ
り
、
早
朝
か
ら
地
元
の
人
た
ち
と
一

緒
に
山
に
入
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
谷
筋
の
急
斜
面
で

ウ
ル
イ
。
杉
林
で
は
ト
リ
ア
シ
と
シ
オ
デ
。
日
当
た

り
の
い
い
山
道
を
登
る
と
右
も
左
も
コ
シ
ア
ブ
ラ
。

頂
上
付
近
に
は
ブ
ナ
の
林
が
広
が
り
、
青
葉
若
葉
が

爽
や
か
な
風
と
光
に
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

　

山
を
下
り
、
次
の
目
的
は
ア
ン
ニ
ン
ゴ
。
帰
り
に

は
、
道
ば
た
に
生
え
て
い
た
ヨ
モ
ギ
を
摘
み
、
目
に

付
い
た
木
の
芽
も
一
摑
み
頂
戴
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
杉
の
木
に
か
ら
ま
っ
て
い
る
藤
の
ツ
ル
に

は
、
ま
だ
紫
の
花
が
咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
藤

の
花
が
咲
く
と
、
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
が
姿
を
現
す
と
聞

き
、
な
る
ほ
ど
、
さ
っ
き
の
竹
や
ぶ
に
タ
ケ
ノ
コ
が

な
か
っ
た
は
ず
だ
と
納
得
。
自
然
の
営
み
か
ら
い
ろ

い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
。

　

昼
に
な
っ
て
、
山
で
採
っ
て
き
た
山
菜
と
差
し
入

れ
の
コ
ゴ
メ
、
ア
ザ
ミ
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
ウ
ド
な
ど

で
、
天
ぷ
ら
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
部
で
12
種
類

ほ
ど
。
揚
げ
た
て
の
春
の
味
覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。

つ
い
で
に
、
天
ぷ
ら
に
す
れ
ば
何
で
も
大
丈
夫
だ
よ

…
…
と
ケ
ヤ
キ
の
葉
っ
ぱ
。
う
ま
い
、
ま
ず
い
と
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
の
で
し
た
。　
（
高
橋
良
一
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5・6
月
合
併
号
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
ぴ
っ
た
り
な
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ェ
ア
が
入
荷
し
ま
し
た
。
伸
び
が
良
く
し
な
や
か
な

素
材
の
ス
ト
レ
ッ
チ
パ
ン
ツ
や
、
ひ
さ
し
が
長
め
の

レ
イ
ン
ハ
ッ
ト
、
手
軽
に
さ
っ
と
羽
織
る
だ
け
で
Ｕ

Ｖ
カ
ッ
ト
と
虫
除
け
が
で
き
る
メ
ッ
シ
ュ
の
パ
ー
カ

ー
は
大
変
便
利
で
す
。
現
在
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ

ッ
プ
で
大
特
価
販
売
中
で
す
。　
　
　
（
佐
藤
良
子
）　　
　
　
　
　
　

◆
時
の
相
克

　

人
間
に
は
体
内
時
計
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は

遺
伝
子
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
ら
し

い
。
そ
の
時
計
は
何
種
類
も
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い

る
と
い
う
。
一
番
わ
か
り
や
す
い
の
が
地
球
の
自
転

に
連
動
し
た
24
時
間
の
刻
み
。
最
近
の
研
究
で
は
24

時
間
10
分
前
後
の
よ
う
だ
が
、
概
日
時
計
と
も
い
わ

れ
、
あ
ら
ゆ
る
動
植
物
に
備
わ
っ
て
い
る
。
12
時
間

は
潮
の
満
ち
引
き
、
１
年
は
地
球
の
公
転
、
30
日
や

睡
眠
の
90
分
な
ど
な
ど
。
こ
れ
ら
は
大
自
然
か
ら
コ

ピ
ー
さ
れ
た
リ
ズ
ム
で
、
進
化
の
過
程
で
は
体
内
時

間
を
持
て
な
い
生
物
は
淘
汰
さ
れ
て
き
た
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。

　

他
に
腹
時
計
、
心
の
時
計
も
あ
り
、
一
見
矛
盾
し

た
複
雑
な
リ
ズ
ム
が
人
間
の
体
内
で
統
合
さ
れ
て
生

命
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
体
内
時
計
と
心
の
時
計
は

脳
内
に
あ
り
、
腹
時
計
は
現
在
ど
こ
に
あ
る
か
を
研

究
者
が
探
し
て
い
る
ら
し
い
。

　

忙
し
い
生
活
と
仕
事
の
時
間
に
追
わ
れ
る
中
で
も
、

生
体
時
計
に
思
い
を
馳
せ
る
ひ
と
時
も
必
要
か
も
し

れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
西
英
孝
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
便
利
ア
イ
テ
ム

　

母
と
な
り
、
13
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
私
は
料
理

が
嫌
い
で
す
。
育
ち
盛
り
の
娘
に
何
を
食
べ
さ
せ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
自
分
で
も
思
い
ま
す
。
お
米
（
も

ち
ろ
ん
、
ベ
ー
マ
ガ
米
）
は
ち
ゃ
ん
と
炊
き
ま
す
が
、

と
に
か
く
包
丁
と
ま
な
板
を
使
う
こ
と
が
嫌
い
で
す
。

　

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
春
休
み
の
午
前
中
、
こ

の
時
間
帯
お
な
じ
み
の
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

猪
爪
彦
一
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

関根哲男「原生 2012」



①　桑原收展─わたしの原点・半生の記録─
■ 4 月 9 日（日）～ 4 月 30 日（日）

油彩画家・桑原收氏の個展。一陽会会員、南魚美術
協会顧問、当館アドバイザリースタッフ。南魚展や
一陽会展などを中心に作品を発表、魚沼の美術界で
中心的な役割を果たしてこられました。現在は抽象
画が中心ですが、過去の具象画シリーズと合わせて、
画業の集大成となる展覧会。

②　関根哲男展─原生─
■ 5 月 3 日 ( 水・祝 ) ～ 6 月 12 日（月）

柏崎市在住の現代美術家・関根哲男氏の個展。大地
の芸術祭（妻有地域）や水と土の芸術祭（新潟市）
にも出展した作品が高い評価を得て、注目を集める
作家です。近年は「原生」というテーマで作品を発
表しています。布、ゴム、紙、本・新聞・雑誌など
を使った作品が並びます。

③　かぐわしき風の中で─猪爪彦一展─
■ 6 月 17 日（土）～ 7 月 18 日（火）

新潟市在住の油彩画家・猪爪彦一氏の個展。行動美
術協会会員、新潟県美術家連盟常務理事。1981 年、
行動美術展・行動美術賞受賞。84 年、安田火災美術
財団 奨励賞展 新作優秀賞受賞。行動美術展に出品す
るほか、個展を中心に活動。詩的で幻想的な作風で、
県内外を問わずファンが多い作家です。

④　第 18 回　八海山夢展
■７月 22 日（土）～ 8 月 28 日（月）

地元の美術愛好家を中心に、絵画・書道・写真・水石・
工芸の 5 部門約 100 人が出展します。イケビの夏を
飾る夢展は今回で 18 回目を迎えました。さまざまな
ジャンルで、魚沼の暮らしや風景を見つめる人たち
の展覧会です。解説会や実演など、出展者との交流
を図るイベント “ 美のツボ ” も開催します。

⑤　玉川勝之展
■ 9 月 2 日（土）～ 10 月 3 日（火）

金属造形作家・玉川勝之氏の個展。伝統工芸を受け
継ぐ工芸家として活躍しながら、その技術を生かし
つつオリジナルなアートを制作する玉川氏。ユーモ
アとエロスを交えた作品には生命のエネルギーを感
じます。金属造形の新しい表現をお楽しみください。

⑥　八色の森の美術展＋
　　　　　八色の森の子ども絵画展 2017
　　　―未来に繋ぐ絵画考―
■ 10 月 8 日（日）～ 11 月 21 日（火）

全国から約 30 人の現代アートの作家が出品する注目
の展覧会。様々なメディアが発達し、表現活動が多
様化した現代、改めて絵画で表現する意味と可能性
を考えたいと思います。同時に、地元の子どもたち
を対象とした抽象絵画の児童公募展（八色の森の子
ども絵画展）を併催し、作家と子どもたちの作品を
一緒に展示することで、両者の交流をはかり、地域
の美術活動の振興にも寄与したいと考えます。

⑦　はり絵作家・岡田清和展
■ 11 月 25 日（土）～ 12 月 24 日（日）

妙高市在住のはり絵作家・岡田清和氏の個展。聴覚
障害、知的障害がありながら、抜群の色彩感覚で生
み出されるはり絵は見る者の心をつかみ、道徳の教
科書にも取り上げられ、原田泰司美術館ほか各地で
個展が開かれています。今回の展覧会は、妙高市教
育委員会と「はり絵作家岡田清和さんを支援する会」
の協力を得て、実現することができました。

⑧　第 62 回　南魚沼郡市児童生徒美術展
■ 1 月 6 日（土）～ 1 月 16 日（火）

南魚沼市及び湯沢町の児童生徒の作品約 500 点が展
示されます。子どもたちの創作意欲が「いきいき」
と伝わってくる展覧会です。作品解説会も開催。ご
家族で来館していただけるよう期間中は入館無料と
なります。また、恒例の「雪見展」も期間中に開催
されます。

⑨　【同時開催】交差する写真展
　　❶　日本の写真史に名を刻んだ 101 人展
　　❷　魚沼ベストショット展 Part Ⅶ
■ 1 月 20 日（土）～ 3 月 27 日（火）

①日本の写真史 150 年の中で特に重要な写真家 101
人の作品をまとめたフジフイルム・フォトコレクシ
ョン展。新潟県では初公開となる必見の写真展です。
②県内外の写真家約 40 人が、魚沼地域の変化に富ん
だ美しい自然（風景や暮らしなど）を撮影した自慢
のベストショットを出展する展覧会。7 回目の開催
となります。
※「交差する写真展」と題し、「日本の写真史に名を

刻んだ 101 人展」と「魚沼ベストショット展」を同
時開催します。地元写真家の作品と歴史的な写真家
の作品が美術館という同じ＜時空間＞で交差するこ
とで火花が散り、新しい才能が生まれることを期待
しています。約 2 か月間の長期開催です。

池田記念美術館

平成 29 年度　美術展覧会 《イベント情報》

①　一箱古本市＠池田記念美術館〈初夏篇〉
■ 6 月 1 日（木）～ 6 月 12 日（月）
美術館エントランスホールを舞台に、約 30 人の参加
者が一人一箱のワイン箱に書店名をつけて、店主選り
すぐりの古本を販売。たくさんの本好きが集まります。

②　一箱古本市＠池田記念美術館〈厳冬篇〉
■ 2018 年 1 月 6 日（土）～ 1 月 16 日（火）
冬景色を楽しみながら、お気に入りの本を探そう！

③　真冬のクラフトマーケット「雪見展」
■ 2018 年 1 月 7 日（日）～ 1 月 8 日（月・祝）
4 回目を迎える新年の一大イベントです。手仕事の展
示販売、ワークショップ、リラクゼーションコーナー、
美味しい食品コーナーなど多彩なショップが大集合。
今回はどんな新企画が登場するか !?

《講座・ワークショップ》

絵画、書道、彫刻、写真などの美術講座や各種ワーク
ショップを年間を通して開催します。詳細については
概要が決まり次第、ホームページや「イケビふれあい
通信」でご案内いたします。　　

スポーツ関連企画

①　スポーツ関連のイベント開催
■ 7 月～ 9 月
スポーツに関連したトークショーなどのイベント
を多目的ホールを中心に実施し、地域のスポーツ
ファンやスポーツ関係者との交流を深めます。
②　「2017　ベースボールカード」の展示
■通年
2017 年の「ベースボールカード 1st バージョン」
や「ルーキーエディション」などを展示します。
③　「2017　大相撲カード」の展示
■適宜
2017 年の大相撲カードを中心に展示します。
④　「2017 　ラグビーカード」他の展示
■適宜
ラグビーなどのスポーツカードを展示します。

BBM スポーツカードショー
①　BBM スポーツカードショー 2017 春の陣
　　■ 2017 年 4 月 1 日（土）
②　BBM スポーツカードショー 2017 秋の陣
　　■ 2017 年 10 月下旬
③　BBM スポーツカードショー 2018 冬の陣
　　■ 2018 年 1 月中旬

《援助事業》
環日本海沿岸諸国とのスポーツ国際交流援助事業

公益財団法人池田記念スポーツ文化財団は、新潟県
におけるスポーツと文化の発展に寄与することを目
的に公益財団法人として活動しております。地元魚
沼地域におけるスポーツと文化の発展だけでなく、
環日本海沿岸諸国とのスポーツ交流の促進などを目
指し、同時に、国内外の絵画、彫刻、書などの美術
品並びにスポーツに関する文化財の展示、保護を通
じてスポーツと文化の向上に貢献できればと願って
おります。これらの目的を達成するための礎として、
ここに「環日本海沿岸諸国とのスポーツ国際交流援
助事業」の補助金対象事業を公募いたします。

【援助内容】　環日本海沿岸諸国とのスポーツ国際交
流に関する諸行事を行い、本拠地が新潟県内にある
団体または個人に対して援助します。（1 件 10 万円、
2 件以内）。

【応募方法】　当財団のホームページから応募書類を
ダウンロードし、必要事項を記入して提出。郵送ま
たはメールで受け付けます。   http://www.ikedaart.jp

【選考方法】　選考委員会を組織し、委員会の審議を
経て決定します。選考にあたっては、必要に応じて
ヒヤリングを行います。

【応募締切】　平成 29 年 6 月 30 日　※応相談

「八色の森の子ども絵画展2017」作品募集

［募集対象］小学校・特別支援学校小学部在籍の子どもたち
※学校や絵画教室などからの一括応募も歓迎します。
［募集作品（テーマ）］

抽象絵画に挑戦しよう！
（あなたがいままで描いたことのない、あなただけの絵）
［応募について］

●四つ切り画用紙サイズ（38㎝× 54㎝）、厚みは 3㎝以内
●応募作品は未発表のものに限ります
●入選作品は期間中、館内に展示します
［応募締切］平成 29 年 8 月 25 日　※応相談

※詳細については池田記念美術館までお問い合わせくださ
い。案内書をお送りいたします。
※子どもたちを対象にした抽象絵画の出前教室などを企画
しますので、ご相談をお待ちしております。
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池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 6 月の休館日 】
※水曜日（7 日、14 日、21 日、28 日）
※ 13 日（火）、15 日（木）、16 日（金 ) は展示替えのため臨時
休館となります

■関根哲男展─原生─
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ　◎期間：5 月 3 日（水・祝）～ 6 月 12 日（月）

柏崎市在住の現代美術家・関根哲男氏の個展です。大地の芸術祭（妻有地域）や水と土
の芸術祭（新潟市）にも出展した作品が高い評価を得て、注目を集める作家です。近年
は「原生」というテーマで作品を発表しています。

■第 2 回ギャラリートーク　6 月 3 日（土）　14：00 ～

■かぐわしき風の中で─猪爪彦一展─
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ　◎期間：6 月 17 日（土）～ 7 月 18 日（火）

新潟市在住の油彩画家・猪爪彦一氏の個展です。行動美術協会会員、新潟県美術家連盟
常務理事。1981 年、行動美術展・行動美術賞受賞。84 年、安田火災美術財団 奨励賞展 
新作優秀賞受賞。詩的で幻想的な作風で、県内外を問わずファンが多い作家です。

■ギャラリートーク　6 月 17 日（土）14：00 ～

■猪爪彦一先生と描く～音楽と絵画～　7 月 15 日（土）13：00 ～　　音楽を聴いて、
そこから生まれたイメージを絵画に表現しよう。事前予約。参加費：1,000 円（入館料込）

◎他のイベント情報
■鈴木尚広（元巨人）講演会　5 月 27 日（土）18：00 開演　会場：魚沼市地域振興センター
　入場料：高校生以上 2,000 円、中学生以下 1,000 円　上越沿線少年親善野球大会開催記念講演会。美術館でチケット発売中！

■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」※入場無料です。

　6 月 25 日（日）11：30 ～　月例音楽会（フルート、ピアノ、ソプラノ）　14：00 ～　フォークソング

池田記念美術館の年間パスポート！  　
料金 3,000 円で発行日から 1年間有効。有効期間中に開催される全ての展覧
会と常設展が観覧できます。特典として、①入館招待券 3枚、②イケビカフェ
で利用できるコーヒーチケット 2枚をプレゼントいたします。

■常設展
「2F 展示室Ⅱ」ラグーザ・玉、會津八一などを展示。「小泉八雲展示室」小泉家秘蔵の

直筆原稿などを紹介。「スポーツ文化展示室」野球、相撲、オリンピックなどの展示。

関根哲男「原生」シリーズの展示風景
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猪爪彦一「夜空」


